
(57)【要約】

【課題】隣接機器への熱害が少なく，しかも構造が簡単

で低コストであり，その上，エンジン出力の低下が少な

い，エンジン用排気浄化機能付き排気マフラを提供する

。

【解決手段】箱型のマフラ本体１５内を仕切り部材１９

により第１排気室１６及び第２排気室１７に区画すると

共に，この仕切り部材１９に第３排気室１８を形成し，

エンジンＥの排ガスを第２排気室１６に導入する排気入

口２５をマフラ本体１５に設け，第１及び第２排気室１

６，１７間を連通する第１連通孔３１と，第２排気室１

７を第３排気室１８に連通する第２連通孔３２とを仕切

り部材１９に設け，第３排気室１８を排気出口管３５を

介して大気に開放し，仕切り部材１９の第１及び第２排

気室１６，１７に臨む外表面，並びに第３排気室１８に

臨む内表面に排気浄化用触媒３７を担持し，マフラ本体

１５の内面は排気浄化用触媒の非担持面とした。

【選択図】　図７
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 中 空 の マ フ ラ 本 体 （ １ ５ ） 内 を 仕 切 り 部 材 （ １ ９ ） に よ り 第 １ 排 気 室 （ １ ６ ） 及 び 第 ２
排 気 室 （ １ ７ ） に 区 画 す る と 共 に ， こ の 仕 切 り 部 材 （ １ ９ ） に 第 ３ 排 気 室 （ １ ８ ） を 形 成
し ， エ ン ジ ン （ Ｅ ） の 排 ガ ス を 第 ２ 排 気 室 （ １ ６ ） に 導 入 す る 排 気 入 口 （ ２ ５ ） を マ フ ラ
本 体 （ １ ５ ） に 設 け ， 第 １ 及 び 第 ２ 排 気 室 （ １ ６ ， １ ７ ） 間 を 連 通 す る 第 １ 連 通 孔 （ ３ １
） と ， 第 ２ 排 気 室 （ １ ７ ） を 第 ３ 排 気 室 （ １ ８ ） に 連 通 す る 第 ２ 連 通 孔 （ ３ ２ ） と を 仕 切
り 部 材 （ １ ９ ） に 設 け ， 第 ３ 排 気 室 （ １ ８ ） を 排 気 出 口 管 （ ３ ５ ） を 介 し て 大 気 に 開 放 し
， 仕 切 り 部 材 （ １ ９ ） の 第 １ 及 び 第 ２ 排 気 室 （ １ ６ ， １ ７ ） に 臨 む 外 表 面 ， 並 び に 第 ３ 排
気 室 （ １ ８ ） に 臨 む 内 表 面 に 排 気 浄 化 用 触 媒 （ ３ ７ ） を 担 持 し ， マ フ ラ 本 体 （ １ ５ ） の 内
面 は 排 気 浄 化 用 触 媒 の 非 担 持 面 と し た こ と を 特 徴 と す る ， エ ン ジ ン 用 排 気 浄 化 機 能 付 き 排
気 マ フ ラ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の エ ン ジ ン 用 排 気 浄 化 機 能 付 き 排 気 マ フ ラ に お い て ，
　 第 ２ 排 気 室 （ １ ６ ） に は ， 排 気 入 口 （ ２ ５ ） か ら 第 ２ 排 気 室 （ １ ６ ） に 流 入 し た 排 ガ ス
を 拡 散 す る 第 １ 拡 散 板 （ ２ ６ ） を 配 設 し た こ と を 特 徴 と す る ， エ ン ジ ン 用 排 気 浄 化 機 能 付
き 排 気 マ フ ラ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の エ ン ジ ン 用 排 気 浄 化 機 能 付 き 排 気 マ フ ラ に お い て ，
　 第 ２ 排 気 室 （ １ ７ ） に は ， 第 １ 連 通 孔 （ ３ １ ） か ら 第 ２ 排 気 室 （ １ ７ ） に 流 入 し た 排 ガ
ス を 拡 散 さ せ な が ら 第 ３ 排 気 室 （ １ ８ ） 側 へ 誘 導 す る 第 ２ 拡 散 板 （ ２ ７ ） を 配 設 し た こ と
を 特 徴 と す る ， エ ン ジ ン 用 排 気 浄 化 機 能 付 き 排 気 マ フ ラ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の エ ン ジ ン 用 排 気 浄 化 機 能 付 き 排 気 マ フ ラ に お い て ，
　 排 気 出 口 管 （ ３ ５ ） の 内 面 は 排 気 浄 化 用 触 媒 の 非 担 持 面 と し た こ と を 特 徴 と す る ， エ ン
ジ ン 用 排 気 浄 化 機 能 付 き 排 気 マ フ ラ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は ， 主 と し て 汎 用 エ ン ジ ン に 適 用 さ れ る 排 気 浄 化 機 能 付 き 排 気 マ フ ラ の 改 良 に 関
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 ， エ ン ジ ン 用 排 気 浄 化 機 能 付 き 排 気 マ フ ラ と し て ， 中 空 の マ フ ラ 本 体 の 内 面 に ， 排
気 浄 化 用 触 媒 を 担 持 し た 多 孔 質 体 を 固 着 し た も の が 下 記 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ る よ う に 知
ら れ て お り ， ま た 中 空 の マ フ ラ 本 体 内 の 排 気 通 路 に ， 排 気 浄 化 用 触 媒 を 担 持 し た ハ ニ カ ム
体 若 し く は 多 孔 質 体 を 介 裝 し た も の が 下 記 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ る よ う に 知 ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ５ － １ ４ １ ２ ３ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 許 第 ２ ６ １ ８ ７ ６ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ る よ う な も の で は ， 排 気 浄 化 用 触 媒 を 担 持 し た 多 孔 質 体 が マ フ ラ
本 体 に 内 壁 に 固 着 さ れ て い る た め ， 排 気 浄 化 用 触 媒 で 生 じ る 排 気 浄 化 反 応 熱 に よ り マ フ ラ
本 体 が 過 熱 さ れ ， 排 気 マ フ ラ の 隣 接 機 器 に 熱 害 が 及 ぶ 虞 が あ り ， ま た 特 許 文 献 １ に 開 示 さ
れ る よ う な も の で は ， 構 造 が 複 雑 で コ ス ト 高 と な る の み な ら ず ， ハ ニ カ ム 体 若 し く は 多 孔
質 体 に お い て 一 気 に 排 気 浄 化 を 行 う た め ， 排 気 温 度 の 上 昇 が 激 し く ， ま た マ フ ラ 本 体 の ハ
ニ カ ム 体 若 し く は 多 孔 質 体 に 近 接 し た 部 分 が 特 に 過 熱 さ れ る こ と に な り ， さ ら に ハ ニ カ ム
体 若 し く は 多 孔 質 体 よ る エ ン ジ ン の 背 圧 の 上 昇 に よ り 多 少 と も 出 力 低 下 を 伴 う の で ， 特 に
比 較 的 小 排 気 量 の 汎 用 エ ン ジ ン に は 不 向 き で あ る 。
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は ， か ゝ る 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で ， 隣 接 機 器 へ の 熱 害 が 少 な く ， し か も 構
造 が 簡 単 で 低 コ ス ト で あ り ， そ の 上 ， エ ン ジ ン 出 力 の 低 下 が 少 な い ， エ ン ジ ン 用 排 気 浄 化
機 能 付 き 排 気 マ フ ラ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に ， 本 発 明 は ， 中 空 の マ フ ラ 本 体 内 を 仕 切 り 部 材 に よ り 第 １ 排
気 室 及 び 第 ２ 排 気 室 に 区 画 す る と 共 に ， こ の 仕 切 り 部 材 に 第 ３ 排 気 室 を 形 成 し ， エ ン ジ ン
の 排 ガ ス を 第 １ 排 気 室 に 導 入 す る 排 気 入 口 を マ フ ラ 本 体 に 設 け ， 第 １ 及 び 第 ２ 排 気 室 間 を
連 通 す る 第 １ 連 通 孔 と ， 第 ２ 排 気 室 を 第 ３ 排 気 室 に 連 通 す る 第 ２ 連 通 孔 と を 仕 切 り 部 材 に
設 け ， 第 ３ 排 気 室 を 排 気 出 口 管 を 介 し て 大 気 に 開 放 し ， 仕 切 り 部 材 の 第 １ 及 び 第 ２ 排 気 室
に 臨 む 外 表 面 ， 並 び に 第 ３ 排 気 室 に 臨 む 内 表 面 に 排 気 浄 化 用 触 媒 を 担 持 し ， マ フ ラ 本 体 の
内 面 は 排 気 浄 化 用 触 媒 の 非 担 持 面 と し た こ と を 第 １ の 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 本 発 明 は ， 第 １ の 特 徴 に 加 え て ， 第 １ 排 気 室 に は ， 排 気 入 口 か ら 第 １ 排 気 室 に 流 入
し た 排 ガ ス を 拡 散 す る 第 １ 拡 散 板 を 配 設 し た こ と を 第 ２ の 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 さ ら に 本 発 明 は ， 第 １ 又 は 第 ２ の 特 徴 に 加 え て ， 第 ２ 排 気 室 に は ， 第 １ 連 通 孔 か ら 第 ２
排 気 室 に 流 入 し た 排 ガ ス を 拡 散 さ せ な が ら 第 ３ 排 気 室 側 へ 誘 導 す る 第 ２ 拡 散 板 を 配 設 し た
こ と を 第 ３ の 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 さ ら に ま た 本 発 明 は ， 第 １ の 特 徴 に 加 え て ， 排 気 出 口 管 の 内 面 は 排 気 浄 化 用 触 媒 の 非 担
持 面 と し た こ と を 第 ４ の 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 特 徴 に よ れ ば ， エ ン ジ ン の 排 ガ ス は ， 第 １ 排 気 室 ～ 第 ３ 排 気 室 を 順 次 移
動 す る 間 に ， 仕 切 り 部 材 の 外 表 面 及 び 内 表 面 に お い て 浄 化 作 用 を 段 階 的 に 受 け る こ と に な
り ， 浄 化 反 応 熱 に よ る 排 気 温 度 の 上 昇 も ， 仕 切 り 部 材 自 体 の 温 度 上 昇 も 極 力 少 な く す る こ
と が で き る 。 し か も マ フ ラ 本 体 の 内 面 は ， 排 気 浄 化 用 触 媒 の 非 担 持 面 と な っ て い る か ら ，
マ フ ラ 本 体 の 過 熱 を 回 避 し 得 て ， 隣 接 機 器 へ の 熱 害 を 簡 単 に 防 ぐ こ と が で き る 。 そ の 上 ，
触 媒 担 持 専 用 の ハ ニ カ ム 体 若 し く は 多 孔 質 体 は 使 用 し な い の で ， 構 造 が 簡 単 で 安 価 に 提 供
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 排 気 出 口 管 の 長 さ を ， エ ン ジ ン の 常 用 回 転 数 に 合 わ せ て 適 当 に 設 定 す る こ と に よ り
， エ ン ジ ン の 排 気 脈 動 を 有 効 に 利 用 し て 外 気 を 第 ３ 排 気 室 ～ 第 １ 排 気 室 へ と 引 き 込 む こ と
が で き ， 酸 化 反 応 に よ る 排 気 浄 化 性 能 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 仕 切 り 部 材 の 外 表 面 及 び 内 表 面 に 担 持 し た 排 気 浄 化 用 触 媒 は ， 排 ガ ス の 流 れ を 殆
ど 妨 げ な い の で ， エ ン ジ ン の 背 圧 の 上 昇 を 抑 え て 出 力 低 下 を 極 力 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 本 発 明 の 第 ２ の 特 徴 に よ れ ば ， 排 気 入 口 か ら 第 １ 排 気 室 に 流 入 し た 排 ガ ス を 第 １ 拡
散 板 に よ り 第 １ 排 気 室 の 全 体 に 拡 散 さ せ て ， 触 媒 を 担 持 し た 仕 切 り 部 材 の 外 表 面 に 万 遍 な
く 接 触 さ せ ， そ れ を 効 果 的 に 浄 化 す る こ と が で き る 。 し か も ， 排 気 入 口 か ら 第 １ 排 気 室 に
流 入 し た 排 ガ ス の 仕 切 り 部 材 へ の 衝 突 が な い か ら ， 仕 切 り 部 材 の 外 表 面 が 局 部 的 に 過 熱 さ
れ る こ と は な く ， 仕 切 り 部 材 の 耐 久 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 本 発 明 の 第 ３ の 特 徴 に よ れ ば ， 第 １ 排 気 室 か ら 第 １ 連 通 孔 を 通 し て 第 ２ 排 気 室 に
移 行 し た 排 ガ ス を ， 第 ２ 拡 散 板 に よ り 拡 散 さ せ な が ら 全 体 的 に は 第 ３ 排 気 室 側 へ 誘 導 す る
の で ， 排 ガ ス は ， 触 媒 を 担 持 し た 仕 切 り 部 材 の 第 ２ 排 気 室 に 臨 む 外 表 面 に 万 遍 な く 接 触 し
て 再 度 浄 化 さ れ た 後 ， 第 ２ 連 通 孔 を 通 過 し て 第 ３ 排 気 室 に ス ム ー ズ に 移 行 す る こ と が で き
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， 排 気 浄 化 効 率 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に ま た 本 発 明 の 第 ４ の 特 徴 に よ れ ば ， 排 気 出 口 管 を 通 過 す る 排 ガ ス の 温 度 上 昇 を 極
力 抑 え ， 排 ガ ス に よ る 隣 接 機 器 へ の 影 響 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を ， 添 付 図 面 に 示 す 本 発 明 の 好 適 な 実 施 例 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ は 本 発 明 に 係 る 排 気 マ フ ラ を 備 え た 汎 用 エ ン ジ ン の 正 面 図 ， 図 ２ は 図 １ の ２ 矢 視 図
， 図 ３ は 図 １ の ３ 矢 視 図 ， 図 ４ は 図 ３ の ４ － ４ 線 に 沿 う エ ン ジ ン の 一 部 及 び 排 気 マ フ ラ の
断 面 図 ， 図 ５ は 図 ４ の ５ － ５ 線 断 面 図 ， 図 ６ は 図 ４ の ６ － ６ 線 断 面 図 ， 図 ７ は 図 ４ の ７ －
７ 線 断 面 図 ， 図 ８ は 上 記 排 気 マ フ ラ 内 の 仕 切 り 部 材 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 先 ず ， 図 １ ～ 図 ３ に 示 す よ う に ， 汎 用 エ ン ジ ン Ｅ の エ ン ジ ン 本 体 １ は ， 下 面 に 据 え 付 け
フ ラ ン ジ ２ ａ を 有 し て ク ラ ン ク 軸 ４ を 水 平 に 支 承 す る ク ラ ン ク ケ ー ス ２ と ， こ の ク ラ ン ク
ケ ー ス ２ か ら 一 側 方 に 斜 め 上 向 き に 突 出 す る シ リ ン ダ ３ と か ら な っ て お り ， ク ラ ン ク ケ ー
ス ２ の 正 面 側 に は ， ク ラ ン ク 軸 ４ を ク ラ ン キ ン グ す る リ コ イ ル 式 エ ン ジ ン ス タ ー タ ５ が 取
り 付 け ら れ る 。 ま た エ ン ジ ン 本 体 １ に は ， ク ラ ン ク ケ ー ス ２ の 上 方 に 配 置 さ れ る 燃 料 タ ン
ク Ｔ と ， シ リ ン ダ ３ の 上 方 で 燃 料 タ ン ク Ｔ に 隣 接 す る 吸 気 エ ア ク リ ー ナ Ａ 及 び 排 気 マ フ ラ
Ｍ と が 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ４ に お い て ， 前 記 シ リ ン ダ ３ は ， ク ラ ン ク ケ ー ス ２ に 連 な る シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク ３ ａ と
， こ の シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク ３ ａ の 端 面 に 接 合 さ れ ， シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク ３ ａ 内 の ピ ス ト ン ６ が
臨 む 燃 焼 室 ７ を 有 す る シ リ ン ダ ヘ ッ ド ３ ｂ と ， こ の シ リ ン ダ ヘ ッ ド ３ ｂ に 接 合 さ れ て ， そ
れ と の 間 に 動 弁 室 ８ を 画 成 す る ヘ ッ ド カ バ ー ３ ｃ と で 構 成 さ れ ， シ リ ン ダ ヘ ッ ド ３ ｂ に は
， 燃 焼 室 ７ に 連 な る 排 気 ポ ー ト ９ に 連 通 す る 排 気 管 １ ０ の 下 端 連 結 フ ラ ン ジ １ ０ ａ が ボ ル
ト １ ２ に よ り 固 着 さ れ ， こ の 排 気 管 １ ０ に 排 気 マ フ ラ Ｍ が 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 排 気 マ フ ラ Ｍ に つ い て ， 図 ４ ～ 図 ８ に よ り 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ４ 及 び 図 ５ に お い て ， 排 気 マ フ ラ Ｍ は ， 箱 型 の マ フ ラ 本 体 １ ５ と ， こ の マ フ ラ 本 体 １
５ 内 に 一 つ の 対 角 線 に 沿 っ て 配 置 さ れ て ， そ の 内 部 を 第 １ 排 気 室 １ ６ 及 び 第 ２ 排 気 室 １ ７
に 区 画 す る 仕 切 り 部 材 １ ９ と ， マ フ ラ 本 体 １ ５ の 排 気 管 １ ０ 側 下 面 を 除 く 外 面 を 覆 っ て ，
マ フ ラ 本 体 １ ５ に 複 数 の タ ッ ピ ン グ ね じ ２ １ ， ２ １ … に よ り 固 着 さ れ る 合 成 樹 脂 製 又 は 鋼
板 製 の マ フ ラ カ バ ー ２ ０ と か ら な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 マ フ ラ 本 体 １ ５ は ， 一 つ の 対 角 線 に 沿 っ て 分 割 さ れ る 鋼 板 製 の 下 部 マ フ ラ 半 体 １ ５ ｂ 及
び 上 部 マ フ ラ 半 体 １ ５ ａ か ら な っ て お り ， 上 部 マ フ ラ 半 体 １ ５ ａ 外 周 の か し め 部 ２ ２ を ，
下 部 マ フ ラ 半 体 １ ５ ｂ 外 周 の フ ラ ン ジ 部 ２ ３ に か し め る こ と に よ り ， 両 マ フ ラ 半 体 １ ５ ａ
， １ ５ ｂ は 結 合 さ れ る 。 そ の 際 ， か し め 部 ２ ２ 及 び フ ラ ン ジ 部 ２ ３ 間 に 前 記 仕 切 り 部 材 １
９ の 外 周 部 を 挟 持 す る こ と に よ り ， 仕 切 り 部 材 １ ９ は マ フ ラ 本 体 １ ５ に 結 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に ， 下 部 マ フ ラ 半 体 １ ５ ｂ に は ， 排 気 管 １ ０ を 第 １ 排 気 室 １ ６ に 開 口 さ
せ る 排 気 入 口 ２ ５ が 設 け ら れ ， こ の 排 気 入 口 ２ ５ を 覆 っ て 排 気 入 口 ２ ５ 及 び 仕 切 り 部 材 １
９ 間 を 遮 る 第 １ 拡 散 板 ２ ６ が 下 部 マ フ ラ 半 体 １ ５ ｂ の 内 壁 に 接 合 さ れ ， こ の 第 １ 拡 散 板 ２
６ に よ り ， 排 気 入 口 ２ ５ か ら 第 １ 排 気 室 １ ６ に 流 入 し た 排 ガ ス を 拡 散 さ せ て ， 排 ガ ス の 仕
切 り 部 材 １ ９ へ の 衝 突 を 防 ぐ よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 １ 拡 散 板 ２ ６ に は ， 下 部 マ フ ラ 半 体 １ ５ ｂ を 貫 通 す る 連 結 ボ ル ト ２ ８ が 溶 接 さ れ て お
り ， こ の 連 結 ボ ル ト ２ ８ と こ れ に 螺 合 す る ナ ッ ト ２ ９ と に よ り ， 第 １ 拡 散 板 ２ ６ 及 び 下 部
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マ フ ラ 半 体 １ ５ ｂ は ， 前 記 排 気 管 １ ０ の 上 端 連 結 フ ラ ン ジ １ ０ ｂ に 固 着 さ れ る 。 こ う し て
第 １ 拡 散 板 ２ ６ は 下 部 マ フ ラ 半 体 １ ５ ｂ の 補 強 板 を 兼 ね る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ５ ～ 図 ８ に 示 す よ う に ， 仕 切 り 部 材 １ ９ は ， 互 い に 接 合 さ れ る 鋼 板 製 の 上 部 仕 切 り 半
体 １ ９ ａ 及 び 下 部 仕 切 り 半 体 １ ９ ｂ か ら な っ て お り ， 下 部 仕 切 り 半 体 １ ９ ｂ の 一 半 部 に は
， 互 い に 間 隔 を 置 い て 並 ぶ 二 組 の 第 １ 連 通 孔 ３ １ ， ３ １ … ； ３ １ ， ３ １ … 群 が 設 け ら れ ，
こ れ ら に よ っ て 第 １ 及 び 第 ２ 排 気 室 １ ６ ， １ ７ 間 が 連 通 さ れ る 。 ま た 上 部 仕 切 り 半 体 １ ９
ａ の 一 半 部 に は ， 上 記 二 組 の 第 １ 連 通 孔 ３ １ ， ３ １ … ； ３ １ ， ３ １ … 群 を 覆 う よ う に 配 置
さ れ て ， 第 １ 連 通 孔 ３ １ ， ３ １ … ； ３ １ ， ３ １ … 群 か ら 第 ２ 排 気 室 １ ７ に 流 入 し た 排 ガ ス
を 後 述 の 第 ３ 排 気 室 １ ８ 側 へ 誘 導 す る 一 対 の 第 ２ 拡 散 板 ２ ７ ， ２ ７ が 切 り 起 こ し に よ り 形
成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 両 仕 切 り 半 体 １ ９ ａ ， １ ９ ｂ の 他 半 部 間 に は ， そ れ ら を 外 方 に 膨 出 さ せ て 第 ３ 排 気 室 １
８ が 形 成 さ れ る と 共 に ， 第 ２ 排 気 室 １ ７ を こ の 第 ３ 排 気 室 １ ８ に 連 通 す る 第 ２ 連 通 孔 ３ ２
， ３ ２ … 群 が 上 部 仕 切 り 半 体 １ ９ ａ に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ し て ， 第 ３ 排 気 室 １ ８ は ， 二 組 の 第 １ 連 通 孔 ３ １ ， ３ １ … ； ３ １ ， ３ １ … 群 の 間 を 通
る 排 気 出 口 管 ３ ５ を 介 し て 大 気 に 開 放 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 記 排 気 出 口 管 ３ ５ は ， 第 ３ 排 気 室 １ ８ を 横 断 す る よ う に 上 部 及 び 下 部 仕 切 り 半 体 １ ９
ａ ， １ ９ ｂ 間 に 支 持 さ れ る パ イ プ 部 材 ３ ５ ａ と ， こ の パ イ プ 部 材 ３ ５ ａ に 連 通 す る よ う に
上 部 及 び 下 部 仕 切 り 半 体 １ ９ ａ ， １ ９ ｂ 間 に 膨 出 形 成 さ れ る パ イ プ 状 部 ３ ５ ｂ と か ら な っ
て お り ， そ の パ イ プ 状 部 ３ ５ ｂ が 二 組 の 第 １ 連 通 孔 ３ １ ， ３ １ … ； ３ １ ， ３ １ … 群 の 間 を
通 っ て 上 部 及 び 下 部 マ フ ラ 半 体 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ の 接 合 面 間 を 貫 き ， 外 部 に 突 出 す る よ う に
配 置 さ れ る 。 パ イ プ 部 材 ３ ５ ａ の 一 端 に は ， 第 ３ 排 気 室 １ ８ を 排 気 出 口 管 ３ ５ に 連 通 す る
一 つ 又 は 複 数 の 切 欠 き 状 の 第 ３ 連 通 孔 ３ ３ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 而 し て ， 仕 切 り 部 材 １ ９ の 第 １ 及 び 第 ２ 排 気 室 １ ６ ， １ ７ に 臨 む 外 表 面 ， 並 び に 第 ３ 排
気 室 １ ８ に 臨 む 内 表 面 に は 排 気 浄 化 用 触 媒 ３ ７ が 担 持 さ れ ， マ フ ラ 本 体 １ ５ の 内 面 及 び 排
気 出 口 管 ３ ５ は 排 気 浄 化 用 触 媒 の 非 担 持 面 と さ れ る 。 排 気 浄 化 用 触 媒 ３ ７ は ， 酸 化 触 媒 と
し て の Ｐ ｔ 又 は Ｐ ｄ と ， 還 元 触 媒 と し て の Ｒ ｈ と か ら な っ て い る 。 し た が っ て ， 排 気 中 の
Ｈ Ｃ ， Ｃ Ｏ は ， 酸 化 触 媒 に よ り 酸 化 処 理 さ れ ， ま た 排 気 中 の Ｎ Ｏ ｘ は 還 元 触 媒 に よ り 還 元
処 理 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 マ フ ラ カ バ ー ２ ０ に は ， 排 気 出 口 管 ３ ５ の 外 端 開 口 部 に 対 向 す る 通 孔 ３ ８ が 設 け ら れ る
と 共 に ， こ の 通 孔 ３ ８ を 横 切 る 金 網 製 の ス パ ー ク ア レ ス タ ３ ９ が 付 設 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に ， こ の 実 施 例 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 エ ン ジ ン Ｅ の 排 気 行 程 で ， 燃 焼 室 ７ を 出 た 排 ガ ス は ， 排 気 ポ ー ト ９ ， 排 気 管 １ ０ 及 び 排
気 入 口 ２ ５ を 順 次 経 て 第 １ 排 気 室 １ ６ に 流 入 す る 。 そ の と き 排 ガ ス は ， 第 １ 拡 散 板 ２ ６ に
衝 突 す る こ と で ， 仕 切 り 部 材 １ ９ へ 衝 突 す る こ と な く ， 第 １ 排 気 室 １ ６ の 全 体 に 拡 散 す る
こ と に な る 。 そ の 結 果 ， 排 ガ ス は ， 触 媒 ３ ７ を 担 持 し た 仕 切 り 部 材 １ ９ の 第 １ 排 気 室 １ ６
に 臨 む 外 表 面 に 万 遍 な く 接 触 し て ， 効 果 的 に 浄 化 さ れ る 。 し か も 排 気 入 口 ２ ５ か ら 第 １ 排
気 室 １ ６ に 流 入 し た 排 ガ ス が 仕 切 り 部 材 １ ９ に 直 接 衝 突 す る こ と が な い か ら ， 仕 切 り 部 材
１ ９ の 外 表 面 が 局 部 的 に 過 熱 さ れ る こ と も な く ， 仕 切 り 部 材 １ ９ の 耐 久 性 を 高 め る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 第 １ 排 気 室 １ ６ で 浄 化 さ れ た 排 ガ ス は ， 二 組 の 第 １ 連 通 孔 ３ １ ， ３ １ … ； ３ １ ， ３ １ …
群 か ら 第 ２ 排 気 室 １ ７ に 移 行 す る が ， そ の 際 ， 一 対 の 第 ２ 拡 散 板 ２ ７ ， ２ ７ に よ り 拡 散 さ
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れ な が ら 全 体 的 に は 第 ３ 排 気 室 １ ８ 側 へ 誘 導 さ れ る 。 そ の 結 果 ， 排 ガ ス は ， 触 媒 ３ ７ を 担
持 し た 仕 切 り 部 材 １ ９ の 第 ２ 排 気 室 １ ７ に 臨 む 外 表 面 に 万 遍 な く 接 触 し て 再 度 浄 化 さ れ た
後 ， 第 ２ 連 通 孔 ３ ２ ， ３ ２ … 群 を 通 過 し て 第 ３ 排 気 室 １ ８ に ス ム ー ズ に 移 行 す る こ と が で
き る 。 そ し て ， そ の 排 ガ ス は ， 触 媒 ３ ７ を 担 持 し た 仕 切 り 部 材 １ ９ の 第 ３ 排 気 室 １ ８ に 臨
む 内 表 面 に 接 触 し て 更 に 浄 化 さ れ た 後 ， 第 ３ 連 通 孔 ３ ３ か ら 排 気 出 口 管 ３ ５ を 経 由 し て 大
気 に 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の よ う に ， 排 ガ ス が 第 １ 排 気 室 １ ６ ～ 第 ３ 排 気 室 １ ８ を 順 次 移 動 す る 間 に ， 仕 切 り 部
材 １ ９ の 外 表 面 及 び 内 表 面 に お い て 浄 化 作 用 を 段 階 的 に 受 け る の で ， 浄 化 反 応 熱 に よ る 排
気 温 度 の 上 昇 も ， 仕 切 り 部 材 １ ９ 自 体 の 温 度 上 昇 も 比 較 的 少 な い 。 し か も マ フ ラ 本 体 １ ５
の 内 面 は ， 排 気 浄 化 用 触 媒 の 非 担 持 面 と な っ て い る か ら ， マ フ ラ 本 体 １ ５ の 過 熱 を 回 避 で
き ， し た が っ て 排 気 マ フ ラ Ｍ に は ， 通 常 の 排 気 マ フ ラ の 場 合 と 同 様 に ， そ の 外 面 を 覆 う 一
層 の 簡 単 な マ フ ラ カ バ ー ２ ０ を 取 り 付 け る こ と に よ り ， 燃 料 タ ン ク Ｔ 等 の 隣 接 機 器 に 熱 害
を 及 ぼ す こ と を 回 避 す る こ と が で き る 。 そ の 上 ， 触 媒 担 持 専 用 の ハ ニ カ ム 体 若 し く は 多 孔
質 体 は 使 用 し な い の で ， 構 造 が 極 め て 簡 単 で 安 価 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 さ ら に 第 ３ 排 気 室 １ ８ を 大 気 に 開 放 す る 排 気 出 口 管 ３ ５ の 内 面 も ， 排 気 浄 化 用 触 媒 の 非
担 持 面 と な っ て い る か ら ， 排 気 出 口 管 ３ ５ を 通 過 す る 排 ガ ス の 温 度 上 昇 を 極 力 抑 え ， ス パ
ー ク ア レ ス タ ３ ９ の 耐 久 性 を 確 保 す る と 共 に ， 排 ガ ス に よ る 隣 接 機 器 へ の 影 響 を 防 ぐ こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 そ の 上 ， 排 気 出 口 管 ３ ５ の 長 さ を ， エ ン ジ ン Ｅ の 常 用 回 転 数 に 合 わ せ て 適 当 に 設 定 す る
こ と に よ り ， エ ン ジ ン Ｅ の 排 気 脈 動 を 有 効 に 利 用 し て 外 気 を 第 ３ 排 気 室 １ ８ ～ 第 １ 排 気 室
１ ６ へ と 引 き 込 む こ と が で き ， し た が っ て 酸 化 反 応 に よ る 排 気 浄 化 性 能 の 向 上 を 図 る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 排 ガ ス は ， 第 １ 排 気 室 １ ６ か ら ～ 第 ３ 排 気 室 １ ８ に 順 次 移 行 す る 際 の 膨 張 に よ る 減
衰 作 用 に よ り 消 音 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 さ ら に 仕 切 り 部 材 １ ９ の 外 表 面 及 び 内 表 面 に 担 持 し た 排 気 浄 化 用 触 媒 ３ ７ は ， 排 ガ ス の
流 れ を 殆 ど 妨 げ な い の で ， 背 圧 の 上 昇 を 抑 え て エ ン ジ ン Ｅ の 出 力 低 下 を 極 力 防 ぐ こ と が で
き る 。 し た が っ て ， こ の 排 気 マ フ ラ Ｍ は ， 小 排 気 量 の 汎 用 エ ン ジ ン 用 と し て 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
  本 発 明 は ， 上 記 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く ， そ の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 種 々 の
設 計 変 更 が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 排 気 マ フ ラ を 備 え た 汎 用 エ ン ジ ン の 正 面 図 。
【 図 ２ 】 図 １ の ２ 矢 視 図 。
【 図 ３ 】 図 １ の ３ 矢 視 図 。
【 図 ４ 】 図 ３ の ４ － ４ 線 に 沿 う エ ン ジ ン の 一 部 及 び 排 気 マ フ ラ の 断 面 図 。
【 図 ５ 】 図 ４ の ５ － ５ 線 断 面 図 。
【 図 ６ 】 図 ４ の ６ － ６ 線 断 面 図 。
【 図 ７ 】 図 ４ の ７ － ７ 線 断 面 図 。
【 図 ８ 】 上 記 排 気 マ フ ラ に お け る 仕 切 り 部 材 の 分 解 斜 視 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
Ｅ ・ ・ ・ ・ ・ エ ン ジ ン
Ｍ ・ ・ ・ ・ ・ 排 気 マ フ ラ
１ ５ ・ ・ ・ ・ マ フ ラ 本 体
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２ ７ ・ ・ ・ ・ 第 ２ 拡 散 板
３ １ ・ ・ ・ ・ 第 １ 連 通 孔
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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